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国際的な問題意識と解決策の模索

資料︓ 環境省，繊維製品における資源循環システム検討会報告書，⻑保幸信州⼤学特任教授より提供

・ Anthropocene︓ 人間の営みである産業・生活・社会と自然・環境との関係性

・ Nature Positive（自然再興）︓ ⽣物多様性の損失を⽌め，回復軌道に乗せる

・ 「繊維製品における資源循環システム検討会」の提⾔︓ さまざまな取組の方向性

・ 環境課題を解決するための科学・技術・法整備
・ 新たなサプライチェーン，バリューチェーンの構築

・ No Data, No Solution → 定量的で客観的な指標（ものさし）の必要性
※LCA︓JIS Q 14040︓2010 (ISO 14040︓2006)︓環境マネジメント­ライフサイクルアセスメント
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欧州の動向（EU）

資料︓ 繊維製品における資源循環システム検討会報告書，⻑保幸信州⼤学特任教授より提供

・ 欧州グリーンディール（The European Green Deal）︓持続可能な経済発展

・ 環境フットプリント（EF︓Environmental Footprint）
※PEF︓Product Environmental Footprint, OEF: Organization Environmental Footprint

・ デジタル製品パスポート（DPP︓Digital Product Passport）

・ エコデザイン規制（ESPR︓Ecodesign for Sustainable Products Regulation）
消費生活用製品の持続可能なエコデザイン規則を検討中

・ 拡大生産者責任（EPR: Extended Producer Responsibility）

・ PEFCR︓Product Environmental Footprint Category Rules）の制定検討

出典︓Sustainable Apparel Coalition, 2017

出典︓Digital Product Passport concept development 
project  results, Porto Convention 2022, EURATEX

製品環境フットプリント算定カテゴリールール
（PEFCR）とラベル → DPPへ
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ライフサイクルインベントリデータベース IDEA
Inventory Database for Environmental Analysis

資料︓ 産業総合技術研究所IDEAラボHPより︓ https://riss.aist.go.jp/idealab/idea/

IDEAのデータセット数
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資料︓繊維産業におけるLCA人材育成講座HPより

繊維産業におけるLCA人材育成講座
〜 経済産業省・⾼等教育機関における共同講座創造⽀援事業 〜

・ 信州大学繊維学部

・ カケンテストセンター

・ ボーケン品質評価機構

・ 日本繊維製品品質技術センター

・ ニッセンケン品質評価センター

繊維産業における
LCA人材育成コンソーシアム

■主要テーマ

繊維産業に幅広くLCAの考え方を普及する 【講座】

持続可能な繊維製品を目指して，リペア・リデュース・リユース・リサイクルを含む循環
産業化の仕組みを構築する 【研究】

研究の成果を活用して，繊維産業でLCAのコンサルティングができる人材を育成する

 カーボンニュートラルへ向けた国際的な産業・市場の変化に対応し，LCA（Life Cycle Assessment）および関連するGX，
DX技術によって未来に向けた繊維産業を牽引できる⾼度専門⼈材を育成する．さらに繊維産業の⻑く複雑なサプライ
チェーンにおけるインベントリデータの計測技術や原単位，さらに標準化・認証等に向けた取組を産学官連携研究として進
めることで、繊維産業全体のSX（Sustainable Transformation）を実現することを目的とする．

■研究の目的・目指す社会像
繊維製品のライフサイクルにおいて、 各プロセスでのLCA評価を⾏い、俯瞰することで、
原材料からのCO2排出量を減らす必要性を定量的に認識

原材料からのCO2排出量を減らすミッションを具体化し、 製造工程の廃棄、売れ残りの
廃棄、使⽤後の廃棄を減らすリデュースアクション、⻑寿命化アクションにつなげる

原材料からのCO2排出量を減らすミッションを具体的に 定量化することにより、廃棄、回
収を経て、リユースやリサイクル にループする循環型アクションにつなげる

■研究の概要・ミッションステートメント（2023年度）

繊維製品のライフサイクルにおいて、 「原材料ー紡績ー織編ー染⾊ー縫製ー輸送ー店舗ー利⽤ー廃棄」 の各プロセスでのLCA評価を⾏い、俯瞰する具体

的方法を構築し CO2排出量削減アクションの優先順位の理解を進める

製品販売後のプロセスである「廃棄」時のCO2排出量を 製品段階で予測

して評価する手法を構築し、 リデュースアクションを起こす仕組みを確⽴

製品販売後のプロセスである「利⽤」時の寿命を 製品段階で予測して評価

する手法を構築し、 修理を含む⻑寿命化アクションを起こす仕組みを確⽴

廃棄後の回収を評価する際の課題を抽出し、 次年度以降の仕組みづくり

の基礎にする

回収後のリユース、リサイクルを評価する際の課題を抽出し、 次年度以降

の仕組みづくりの基礎にする

ライフサイクルインベントリデータベース
IDEA（産業総合技術研究所）
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繊維産業におけるLCA人材育成講座
〜 経済産業省・⾼等教育機関における共同講座創造⽀援事業 〜

共同講座

繊
維
評
価

技
術

協
議

会

人材育成

共同研究

製造産業局・生活製品課

Anthropoceneと社会
の変化，SXの重要性

SXに関する国際動向，
法規制と海外の取組

LCAの概念と基礎技術
LCA・インベントリデータ
の理論と⽅法

インベントリDB・IDEA
の実践・演習

日本におけるサステナビリ
ティの取組（経産省）

LCAにおけるDX技術

繊維・アパレル産業にお
けるLCAの事例研究

繊維サプライチェインに
関するシステム的検討

インベントリデータの計
測技術，原単位の検討

標準化，認証に向けた
枠組みづくりと議論

DPPを⾒据えたDX技
術の検討

繊維製造業

繊維検査機関

産総研・IDEAラボ

東京大学

DX
数理・AI・DS

第２ステージ

第３ステージ

第１ステージ

人材育成

共同研究

人材育成

共同研究

LCA⾼度
人材育成

繊維サステナ
ビリティ工学

標準化・認

証の仕組み

LCA⾼度

人材育成

繊維サステナ

ビリティ工学

社会実装

繊維小売業

リサイクル業

・・・・・・・

・・・・・・・

・・・・・・・

繊維産業

 LCA，エコデザイン，Digital Product Passport等へ向けた取組

 検査機関，および繊維サプライチェイン，大学におけるLCA人材の育成

国際動向

海外大学との連携
Textile ETP
OECD, etc.

カケンテストセンター ボーケン品質評価機構 日本繊維製品

品質技術センター

ニッセンケン品質評価センター

管理職・担当職 学生

企業人

※形式︓ 講義，演習，PBL，ディスカッション

コンソーシアム

資料︓「⾼等教育機関における共同講座創造⽀援事業」申請書より
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繊維産業におけるLCA人材育成講座
〜 経済産業省・⾼等教育機関における共同講座創造⽀援事業 〜

資料︓繊維産業におけるLCA人材育成講座HPより

講座のプログラム（全６回）
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資料︓枝村正芳信州⼤学特任教授（ワールド）より提供・⼀部改編

繊維産業におけるLCA人材育成講座
〜 経済産業省・⾼等教育機関における共同講座創造⽀援事業 〜

Copyright© 2023 WORLD PRODUCTION PARTNERS  CO.,LTD. All ights Reserved. 

■原料から製品までの環境負荷
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京都工芸繊維大学と信州大学による連携リカレント教育プログラム

資料︓ 京都工芸繊維大学HP

講座の中にはグループワークや⼯場⾒学等も導入し，
議論とコミュニケーションを中⼼とした取組としている．

2022年度 2023年度
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今後の方向性と期待

資料︓ 日本商工会議所・中小企業庁，⻑保幸信州⼤学特任教授，枝村正芳特任教授より提供

・ トレーサビリティの復権︓ 製品のLCA＋履歴＋所在 ※IT技術

・ 繊維産業分野のライフサイクルインベントリデータの収集と蓄積，および活用

・ パートナーシップの構築︓ 川上－川中－川下（Due Diligence︓OECD）

・ 繊維産業における共創の場︓ 関係者のネットワークと産学官連携プラットフォーム

・ 海外との情報収集・情報交換︓ 施策構築に不可⽋となる国際動向の調査と分析
※国際機関，欧州の繊維産業・プラットフォーム︓TextileETP，大学，研究機関ほか

・ 繊維産業におけるLCA人材育成講座
Phase1.0 環境負荷の可視化と理解
Phase1.5 環境負荷の計測と積算
Phase2.0 環境負荷削減施策の⽴案と実⾏
Phase3.0 Scope3対応，サプライチェーン

※研究⾯︓ ①データ計測技術と分析技術，
②データ収集とIDEA更新，
③デジタル技術とトレーサビリティ（DPP），
④標準化，⑤エコデザインとサプライチェーン（社会システム）への実装

・ 俯瞰的視座を持つ⼈材の育成︓ Nature Positive
科学・技術（全般），環境科学，システム工学，経済学，法学，国際政治学，経営学，社会学，倫理学，哲学，etc.

「パートナーシップ構築宣言」
日本商工会議所，経済産業省（中小企業庁）
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共創︓ ネットワークとプラットフォーム（繊維技術ロードマップより）

資料︓ 経済産業省 繊維ビジョン︓繊維技術ロードマップ（2022）

欧州における

オープンプラットフォーム事例

 プロジェクトコーディネーション
 スタートアップ支援
 人材育成
 広報

オープン

プラット

フォーム

の機能

 連携プロジェクトの戦略策定と運営管理

 標準化，評価技術，ルールメイク
 試作・実験・評価設備の整備と利活用
 技術データベース，知的財産の活用


